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Y11b 天文普及の現状と変遷
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天文教育の現状と変遷を把握するため、「天文普及の現状」の調査を 1983年度、1993年度、2004年度に実施
した。調査内容は、天文・宇宙に関するキーワード、天文・宇宙に関するイメージ、天文・宇宙に関する体験に
ついての３つで構成されている。

この間、1989年（平成元年）には幼稚園から高等学校までの学習指導要領が一度に全面改定され、小学校が
1992年、中学校が 1993年、高等学校が 1994年から漸次完全実施となった。また、2002年からは、学校５日制
の完全実施と総合的な学習の時間の導入に伴い、教科内容が３割削減され、改定された学習指導要領が小・中学
校で施行、翌 2003年から高等学校で施行された。

学習指導要領の改定に伴う影響を考慮し、これらの調査結果から天文教育の変遷の様子を解析している。今回
は、2004年度の調査結果を中心に報告する。


